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問　
先
日
、
私
が
市
役
所
１
階

の
窓
口
の
前
に
到
着
し
て
か
ら

印
鑑
証
明
書
を
１
通
も
ら
う
ま

で
、
１
時
間
５
分
か
か
っ
た
。

観
察
し
て
い
る
と
、
混
雑
し
て

い
る
の
は
諸
証
明
発
行
の
窓
口

だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

に
狭
い
場
所
で
、
わ
ず
か
な
人

数
で
、
た
く
さ
ん
の
市
民
を
待

た
せ
て
応
対
し
て
い
る
の
か
と

不
思
議
な
景
色
で
あ
っ
た
。
横

浜
市
で
は
、
平
成
30
年
10
月
15

日
か
ら
11
月
９
日
の
間
、
来
庁

者
を
対
象
に
「
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス

満
足
度
調
査
」
を
実
施
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
年
の
総
合
評
価
は
「
窓

ロ
サ
ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
印

象
」
で
「
満
足
」「
や
や
満

足
」
と
の
回
答
が
97
・
６
％
に

な
っ
た
と
い
う
。
本
市
で
は
、

最
近
こ
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ

た
こ
と
は
あ
る
か
。
本
市
も
市

役
所
を
利
用
す
る
市
民
に
意
見

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

を
聴
い
た
ら
ど
う
か
。

市
民
部
長　
横
浜
市
で
は
、
外

部
委
託
に
よ
り
各
区
役
所
の
来

庁
者
を
対
象
と
し
た
調
査
を
実

施
し
、
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

向
け
た
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
市
で

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
同
様
の
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
31
年

度
予
定
し
て
い
る
窓
口
業
務
の

外
部
委
託
化
に
お
い
て
、
年
２

回
の
市
民
満
足
度
調
査
の
実
施

を
定
め
て
お
り
、
こ
の
調
査
の

結
果
も
活
用
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

平
塚
駅
周
辺
地
区 

活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン

問　
駅
周
辺
地
区
の
位
置
付
け

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長　
商
業
機
能
や

子
育
て
支
援
、
地
域
交
流
な
ど

の
都
市
機
能
の
集
積
と
ま
ち
な

か
居
住
を
目
指
し
て
い
く
。

問　
買
い
物
客
の
た
め
の
駐
輪

場
を
つ
く
れ
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
来
店
者
の
利

問　
国
民
健
康
保
険
税
を
毎
年

値
上
げ
し
て
い
る
。
所
得
２
５

０
万
円
の
40
代
夫
婦
と
子
供
２

人
の
モ
デ
ル
世
帯
で
、
平
成
31

年
度
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
29
年
度

は
年
額
39
万
５
０
０
円
で
あ
っ

た
も
の
が
、
31
年
度
は
42
万
５

１
０
０
円
と
な
り
、
３
万
４
６

０
０
円
の
値
上
げ
と
な
る
。

問　
こ
の
急
激
な
値
上
げ
は
何

に
よ
る
も
の
な
の
か
。 

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
国
の
制

度
改
革
が
あ
り
、
県
が
運
営
方

針
を
出
し
た
。
今
ま
で
の
一
般

会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
へ
の
決
算
補
て
ん
目

的
の
繰
入
金
を
減
ら
す
こ
と
、

負
担
割
合
を
標
準
税
率
に
近
づ

け
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
、

値
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
。

問　
繰
入
金
を
減
ら
せ
ば
急
に

保
険
税
が
上
が
る
の
で
、
様
子

を
見
な
が
ら
検
討
す
る
と
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
試
算
す

る
と
値
上
げ
で
モ
デ
ル
世
帯
の

可
処
分
所
得
は
月
15
万
円
程
度

に
な
る
。
こ
れ
は
生
活
保
護
制

度
の
生
活
扶
助
基
準
額
を
下
回

る
。
繰
り
入
れ
を
続
け
る
と
国

や
県
か
ら
罰
則
が
あ
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
県
の
方

針
に
罰
則
の
記
載
は
な
い
が
将

来
的
に
想
定
さ
れ
る
。
過
去
10

年
間
で
約
１
４
０
億
円
の
繰
入

金
で
国
民
健
康
保
険
を
下
支
え

し
て
き
た
。
し
か
し
、
繰
入
金

は
受
益
を
得
て
い
な
い
人
の
お

金
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
続
け
る

の
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。

便
性
を
図
る
た
め
に
商
店
街
の

考
え
を
受
け
な
が
ら
駐
輪
対
策

を
進
め
た
い
。

問　
障
が
い
者
の
意
見
も
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
地
区
全
体
の

魅
力
ア
ッ
プ
に
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
観
点
も
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
に

は
若
手
商
業
者
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
も
ら

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
若
手
商
業
者

の
取
り
組
み
に
賛
同
し
、
参
加

者
が
増
え
る
、
そ
の
よ
う
な
意

味
で
の
支
援
は
続
け
た
い
。

旭
南
地
域
の
地
域
医
療 

福
祉
拠
点
整
備 

モ
デ
ル
地
区
構
想

問　
地
域
内
の
移
動
手
段
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

福
祉
部
長　
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

適
す
る
手
段
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
防
災
対

策

現
在
で
17
・
５
％
と
い
う
が
、

本
市
に
目
標
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長　
32
年
度
末
ま
で
に

20
％
に
す
る
目
標
が
あ
る
。

問　
目
標
達
成
は
で
き
る
か
。

総
務
部
長　
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
厳
し
い
目
標
と
考
え
る
。

問　
管
理
職
試
験
の
受
験
率
は

約
40
％
で
あ
る
。
管
理
職
に
な

り
た
く
な
い
職
員
が
増
え
て
い

る
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
部
長　
受
験
率
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
域
整
備
、
ま
ち
づ
く
り
は

市
民
参
加
・
市
民
と
の
協
働
で

髙
山 

和
義 

議
員

無
所
属

国
民
健
康
保
険
税
、
毎
年
値
上
げ

子
ど
も
の
負
担
分
は
免
除
を

江
口 

友
子 

議
員

「
窓
ロ
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

を
す
べ
き
だ

府
川 

勝 

議
員

平
塚
市
行
政
運
営
の

健
全
化
に
向
け
て

端 

文
昭 

議
員

問　
休
職
者
と
は
何
か
。

総
務
部
長　
病
気
休
暇
を
90
日

取
得
し
て
も
な
お
、
長
期
の
療

養
が
必
要
な
場
合
に
、
地
方
公

務
員
法
に
基
づ
い
て
休
職
を
命

ぜ
ら
れ
た
職
員
を
指
す
。

問　
職
員
の
休
職
者
数
の
推
移

を
伺
う
。

総
務
部
長　
平
成
27
年
度
が
18

人
、
28
年
度
が
22
人
、
29
年
度

が
32
人
と
な
っ
て
い
る
。

問　
休
職
者
が
増
え
て
い
る
理

由
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　
全
国
的
に
精
神
及

び
行
動
の
障
が
い
に
よ
る
休
職

者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
本
市

も
例
外
で
は
な
い
。
心
身
の
不

調
へ
の
対
策
が
進
ん
で
き
た
こ

と
が
一
つ
の
要
因
と
考
え
る
。

問　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み

が
本
市
に
は
あ
る
か
。

総
務
部
長　
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を

し
た
職
員
が
率
先
す
る
こ
と
で

職
員
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

問　
管
理
職
に
占
め
る
女
性
管

理
職
の
割
合
は
29
年
４
月
１
日

　議会だよりの１面に掲載する写真を
募集しています。
　詳しくは議会局まで
ご連絡ください。
（議会局　☎21-8791）

１面写真を募集

　目の不自由な方に市議会の活動をお伝
えするため、議会だよりの内容を音声化
した「声の議会だより」を発行していま
す。また、点字版も発行してい
ます。
　ご希望の方は議会局までご
連絡ください。

問い合わせ
議会局� ☎21-8791

声や点字の
　 議会だより

請願・陳情を市議会へ

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、市
政に反映させる方法として請願と陳情が
あります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出後
は所管の常任委員会などへ付託し、審査
します。その後、委員会審査の結果を本
会議に報告し、議会としての採択、不採
択などを決定します。
　陳情は、請願と同じような性格のもの
ですが、紹介議員を必要としないという
違いがあります。提出後は議会運営委員
会でその取り扱いについて協議します。

所 属 議 員
日本共産党平塚市議会議員団

渡辺 敏光 議員

　議会には、議員の調査研究のため、図書
室の設置が法律により義務付けられていま
す。
　本市議会では、開かれた議会とするた
め、市役所本館８階の議場前の開放したス
ペースに議会図書室を設け、市民・議会・
行政が共同で利用できる環境をつくりまし
た。
　議会図書室には、白書などの政府刊行物
や市の行政資料、地方自治や政策に関する
書籍・雑誌などがあります。
　また、会議録や
議会だよりを配架
し、情報発信に努
めています。
　ご利用いただけ
る時間は、午前８
時30分から午後
５時までの間とな
ります。
　市役所にお越し
の際にはぜひお立
ち寄りください。

議会図書室のご案内


